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[ (ー 財}和歌山社会経済研究所 常務理事 ・事務局長]
くはじめに〉
平成 23年度にスタートした 、「和歌山市まちづくり戦略研究会Jは平成 25年度を以っ
て完了となった。ニの 3年間で述べ 25図、20~当(オブザーパー除く)の参加者a を得て 、
精力的に溺査 ・研究、議諭 ・討。議、後縦、1¥1き取りなどを1fIね、最終報告設としてとりま
とめが終了した。ニこに、各位への感謝と御礼を申し上げる。
以下に報告3の慨裂の-<<1)を犯す。
l .研究会
く本研究会メンバー>
平成 23年度から 3か年にわたって取組んできたので、l緩代のメンバー全員をご紹
介する。
[研究会メンパー )(敏柄、は省略)
代茨 木 F ~世夫 (ー財)和歌山社会経淡研究所常務忠明 (H23~ 25)
大 p~ 忠志 ( 一財)狗綿; 山社会経済研究所研究部長 (H23~ 25)
前倒 朋男 (-M)和歌山社会経済研究所研究部長 (H23-25)
中山 健太 (一財)和歌山社会絞淡研究所研究部長 (H23)
畑 ~II 醤集
中平区俊
松村光一郎
副木 ~ì工
竹 13 ~佐耶
大よ~ 災次
鈴木俗範
足立法獄
中島正i噂
大:Jf 達雄
永瀬 Ili I台
(-)lf)和歌山社会経済研究所研究部長 (H23-25) 
(一財}和飲山社会総済研究所主任研究員 (H23-25)
(ー 財)拘:歌山社会経済研究所主任研究員 (H23)
(一財)和歌山社会経済研究所主任研究員 (H24)
(ー 財)和敏山社会経済研究所研究員 (H25)
J司1:歌山大写経済学部教授 (H23~25)
和歌山大学経済学部教授 (H23-25)
和歌山大学経済学部教授 ( H23~25)
和!歌11大学経済学部市教授 (H23-25)
拘敏山大学観光学部准教綬 ( H23~ 25)
和歌11大学観光さ宇都淑郎 (H25)
中総正1;益 和歌山商工会t住所主任 (H23-25)
中谷 治:理子 和歌11í商工会議所主 }I~ (H23) 
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11 ;事; 敦子
商 11 明L炎
上野美咲
和雄主山大学経済学部助教 (H23~ 24)
拘歌山大学経済学部 事務職員 (H24)
和歌山大学絞首等学部特{壬助教 (H25)
(i生 。メンパーの所属 ・役織については参加時点)
以上の方々以外に、総 1時オブザーパーとして各界から多数ご参力II~、ただいた。オ
プザ}パーのうち複数回以上ご参加いただいた方々を次にご紹介する。
~闘 J勝島幸 車日:歌山ifi
永尾 art 和歌山県
相t谷 日自治 NPO ~i，人市民のカわかやま
志場 久起 わかやま NPuセンター
問中 務行 '*1'戸大学大学院
後鎌 千附 和歌山大学まちかどサテラ イト
2. ~I::JX山市まちづくり戦略の必婆性と方向性
くまえがき〉
F干で述べた f持続可能な社会 ・まちjづく切を行うということは、将来・に101けた和
歌山市のまちづくりを戦略的に示すということである。つまり、他の地方中験者協市と
の比較の中で、{也の都市との餓争に勝ち、現夜和歌11ifに{主んでいる人はこれからも
住み続けたいと思い、渉;の I世代も住んでほしいと患い、さらに、他者f¥市の住民や企業
が和歌山市で住み、経営拠点をVtく等、事[1!歌11市への転入を希'i!するような魅力のあ
るまちにしていくということである。
そのためには、①まちづくりの底本的な桃惣やピジ ョンの線虫、②まちづ く切の中
心的 ・統一的キーワードとなる基本コンセプトと全体的機怨=グランドデサ.イン、③
笑現のためのさまざまな手法や君主論的支住となる器、本スキーム 、@現笑の地J或特性に
応じたゾーニングとそれらのilE431機能jil営となるエリアマネジメン卜 、といった領域
に、③現在から将来までの時間的援紫や関係者合怠形成へのプラ y トホームづくり喪
主院を織り込んだ、いわゆるロー ド"'<';;プという 、最低限3iつの受講Eーを備える必裂があ
る。個々の微減にはそれぞれ各論的アプローチが要求されるが 、本報告書ではまずそ
の概泌 ・lJ;み;設計の部分を示すこととする。
l 和歌山市まちづくり戦略研究会の取組みイメージと 主なキーワード
まず、和歌11ifまちづくり戦略研究会の内容のイメージと主なキーワード、を示す。
く研究会発足時 ;平成 23if. 4月〉
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・和歌山市を中心とする周辺図織における将来的な都市圏4構想を4構築する~和歌山グランドデザイン~
=地方中核市を中I()とした持続可能なf定住自立圏構懇』につながるビジョンづくり
-近年の栓会経済情鈴を明確に厳しく認識し次世代につなげていける“真"のまちづくり
=少子高齢化の進展や社会的活動の変革要績のもとでの社会基豊富・地緩特性の再4構築
<和歌山市まちづくり戦略研究会>〈イメージ>
-・市由連織・交涜・・鎗分担
-定住人口渇加
ま丞ム旦盤盤 ?
??????
-エコシティ
・コンパクトシティ
' 
ー縛畿可能な.市借進一
〈和.山グランドデザイン〉
-
l-産官学+(専門機関l+(市民参画)
-未来型土地利用計画
?
????????
????
? ?
-定住・交流人口t語力日
-地紙活力復元{産業・コミュニティ・切り札)
-安全・安心できる都市空間{防災・医療・福tJl.教育}
・エコシティ(1華鏡保護・交通体系}
・コンパヲトシティ{都市機能効率化・鉱散防止}
・未来~土地利用計濁{ゾーニングorモザイク}
くキーワード>
このく イメ ージ>とくキーワー ド〉を1.liに、生活者に視点に立ったまち =持統可能
そしてその方向性をメンバー金uによる滋総な都市制時巡・の形成を白指すこととした。
の結呆、放のように決定した。
明
方向性の書告示
手口敏山市を他都市との怒自1化を図るうえでどのようなまちづくりを組織すのか、
機にその方向性と実現のためのメカエズムを来す。
く平成 24年 7刀:郊 5悶研究会〉
2. 
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A:基本構怨及び将来ビジョ ン
キャyチコピー
メイン
fわかやま !LOHAS '2040J 
f暮らしやす〈て居心地がよい、ずっと住み続けたいと自信を持っていえるまちj
サブ ~歴史・文化の鼓動と地繊の力がこころの豊かさと未来への希望と諮りを生むまち~
orLOHASJの定義を和歌山風(わかやま鼠にアレンジ)に展開
'H...Heal出だけでなく Human'History' HefItage 
-わかやま !…“和・給・若・和香・わオ!1Ii}勤"を大切にする。
or居心地がよいJfずっと住み続けたいJf自信を持って言えるJ
-和歌山の良さを一言守いうと/自分だけでなく他人に対しても
or歴史・文化の鼓聖書Jf心の鐙かさと希望とE寄りJ
-和歌山の良さを構成する婆素として精白するものと、その結果得られる境地
・今l立点在。これをくビジョンとコンセプト〉の確立により復活・復元・よみがえり司Rebomへ
司「わかやま!LOHAS! J 
B 基本コンセプト及びグランドデザイン
メイン 『良質な都市・市街地ストックと生活空間の形成J
サブ ~生活者視点、に立った多様な主体による「多核連機裂コンパクトシティ』の形成~
。人口減少、少子高齢化進展下のまちづくりの在り方
-既存社会資本インフラの獲備及び新規投資の選別強化と、住民の意思・檎利との~般を縮小
.地域ごとの将来像の形成∞目指すべき「地繊像Jを明示
-個別集約裂=多核連燐裂
・生活者霊視であるが、まちづくりの主体{関係者}は公民・産官学住であることの確認
C 週，4:スキーム
メイン
サブ
『スマートシュリンウJとfスマートグロースJのツイン戦略
~衰退ではな〈賢〈縮小することへと公民協働の地蟻経営システムの梅築~
or基本コンセプトJに基づく『まちづくりJへ
-面的鉱大iま不必要か.ならば、機能的鉱大は可能か『機能面も集約化が必要
・単なる表退、縮小ではない。ならば、いかにfスマート』に『シュリンヴJするζとを彼立させるか
・「機能面・効率語・価値創遺面J等は社会情事事に合わせて『スマー トJに進化・進展『グロー スJさせ
ること.なにを『シュリンヴ』し{可を『グロー ス」するか、またその手法l立、合意形成lまどのように成立
させるのか
-地域経営{マヲロ&ミヲロ)的に個々の地織個別特性を確立させるとともに、地担露関との達機シス
子ムを機築し、公民協働での総合的な地峨のカを強化する
orスマートシュリンク(S・S}Jとfスマートグロース(S'G)Jのツイン戦略
①fS'SJ推進=fS'G)推進 ・移転→集約→土地利用転換
②対象エリアごとのfS.S]の考え方「中心市街地/市街地/郊外 一一一一一一
i )中心市街地 公/民主導の再開発事業 1' 1 ~ 仙相 lI I 約主 l川市街地 区画祭理事業{街区再編)/修復裂/連鎖型{面的) I I ~-; ~.互 l
ii)郊外 集約/移転/自然復元 ↓ I .~集 |
③土地利用転換への総合的アプローチ
i )WGO 本研究発表によるI量輸形成/産官学住協働
i )錐進主体 協議会&部会&事業モデル形成
i)合意形成
③総合的ロード干yプ策定 ・エ程表のみならず、目的・手法・クリテイカルパスも含む
25
D:ゾーエングプランと エ リアマネジメ ン卜
・ ゾーニ ングプ ラン
;p:成事25!Jl:'J1'iI!織俗
-地織特性の集約と公共交通結節点との融合で(3f;土7路線31~)-く交通まちづくり研究会〉
・5地区割『図表1(区割り明示、名称等は首定)
①まちなか減下町ゾ ンー
②和歌j甫・紀三井寺/万葉ゾーン
③田園ゾーン
④力日;太・磯ノ;浦リゾー トゾー ン
⑤学研都市ゾーン
(⑥防災ゾーン)
0基本的な考えかた
.鉄道駅中心に生活拠点の線引き範囲を決定
.ゾーンごとのコンパウトシ子ィ化推進
-各ゾー ン焼界線の明示が必~
0各ゾーン特性
-各ゾーン特性の確定
-特性にフィットする地緩&地区計画とは
.fビジョン&コンセプト』との登合性は
-スキーム策定(検討)へのステップは
{既存&組合せ/先進鎗射窓側/
・5ゾー ンの特性整理と整合性a寺に交通結節点の磁定とまちづくりの方向性)
・各ゾー ン(J)J、ード碕及びソフト函の現状と目指す内容との整合性{撤去・新段等}
・各ゾー ンの住民意織を想定し納得性の憶保を目絡す司思い切った取組
・プラン構築のために何から手を付けていけばよいか優先順位の決定
図表 1:和歌IL1inのゾーニングプ ラン {和歌山地域経 済研究機織版)
| … E比ω一Lωm川…O加M山H同叫A時s
まち芯句η、泊紙a下冒町Tノ一/
利歌山市の
ソー三ングプランと
鉄道路線(31の駒
2013.7.31 
..わかやま!LOH":~SJ....ol} 
日lm'II!百貨崎 E 
E 紀三待寺 E 
E 万葉の:也ソー
La 
I… 紀ノパ1川巾l同ElI学民主お5市lIIIiI!Ii
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.エジアマネジメント
0地媛経営システム・f多核遼持軍書記コンパクトシティJの在り方
{工リアマヰシ'メント)検討 ①ゾーニングとスキームの最適組合せ
②ゾーン特性及び各ゾーン問の逮燐探索
③住民と事業主体(公民協働)との合意形成
-エリアマネジメントの実施
司地区ごとの特徴づけと地区制・理由・課題/ハ ドーインフラ重量備の偲_jlIJ内容と非取組分の検討
①中心織の設定②周辺織の地区割と特徴(生活中心+歴史背景)
・郊外のスマ トーシュリンクへ向けた具体的手法・制度の有無及び方向性
司切り鎗てではない新たな土地利用の可能性
E:ロードマップ
・実現のためのロ ドープラン=取組のプロット
I _ I ①現状を把復したうえでく現状分析>
i取 i②将来のあるべき姿(ビジョン)をイメー ジしく将来ビジョン>
i ③その喜基本となる続念を構築しく喜基本コンセプト>i組 |③実現したい全体構想と基本備艇慨しくグランドデザイン・マスヲープラン・エリアマネジメントプラン>
! -I ⑤その実現に向けての手法・等を検討しく基本スキーム〉
ドリi⑥現状に立ち返りくパックキヤス子ィング〉い[I ①着手すべき可能な手法慨を創造的に選択統合しくスキーム構築〉
疏 i③総合的な指保管理を想定しくコントロールセンヲー>同|⑨活動ヱ干蹴定しく日マップ>
! •• I ⑩関係諸方面への働きかけのス予yプを燦索しくコウ・オI~レイシャン>
i ⑪産官学市民協働体制を確立
_ーJ I“ー
" / "2040年"
V ⑫実現に向けて川 ToTheくわかやま !LOHAS ' 2040' > 
以上が、和歌山市・が戦略的に自縛していくべきまちづくりの在り方であろうと強く
考えるところである。 この基本的な“i没;l-HW'がきちっと構築dれなければ目指すべ
き't.'・まちを、住民をはじめ関係機関 ・闘係者に提示することができない。序 ・和1:歌
山地域経済研究機構の考えでも述べたが、この念体像は広範1!Ilで専門性を有している。
なおかつ 、 そのH量級の妥当性のJ!Il鮮と~・里見への道のりの悶総さを克服していかねばな
らない。その芯:吹からも内容の密度 ・精度はいまだ不卜分といえるが、このrntd-十図を
t.!iに、広く滋i治をI呼び起こすことができれば幸いである。
また、非?首に重要でありながら今回の報告:!?において触れられていない要素がある。
ゾーニングプランでも表示しているが 6つめのゾーンである「防災ゾーンJである。
今後予者1される rW: lyJi綴トラフ大地震j への対策として、あらゆる都市計画にその
対策及び計耐iを凝り込むことは不可欠であるが、この点に|現しては、渉:のようにJ号え
ている。
一部避難地域 ・ 施設や経路に I刻する事項、耐H詰設備更新、地域住民への周知 ・ 却l凶~
等についてはl'!llや各自治体主潟のま十翻を俊先するとともに、本報告書でも告を示 してい
るが、各ゾーンにおける産官学及び住民による f地域づくり協級会Jにおいて地域住
民とのi肇携強化によりその対策を有効なものとしていくことを惣1Eしている。今後、
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防災ゾーンの緊急性級品前や新政策等の発!fOJ状況により 、より具体的に詳細を検討する
局前がこよう 。その僚に、己主めて本報告書の内谷と猿合1:を保ちつつ、「防災ゾーン』
のゾーニング及びエリアマネジメン卜をも昨然することとしたい。
3. 目次及び移l・軒拘ti(敬称は省略)
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4 将来ビジョンの成立姿総=ク リティカノレ ・パス (C. p) の磁立 ・ー ・ー・-ー ・・ 木下総夫
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